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報告書の要旨 
 
1. 調査目的 
環境省では、2002 年度から、我が国に飛来してきた黄砂について、その実態を科学的に把握するために

黄砂実態解明調査を実施している。本報告書は、2024 年度に飛来した黄砂について、その状況をとりま

とめたものである。 
 
2. 黄砂の観測状況 
 2024 年度は、4 月に 4 日、2025 年 3 月に 3 日の計 7 日の黄砂が観測された。異なる地点における観

測をそれぞれ 1 日とする「黄砂日延べ日数」としては 12 日であり、2024 年 3 月 26 日以降、黄砂観測

地点が 2 地点（東京、大阪）となったことを受けて、2023 年度の 33 日（黄砂観測地点：11 地点）より

も減少した。ただし、2023 年度における東京・大阪 2 地点での「黄砂延べ日数」は 6 日であり、同様

に東京・大阪の 2 地点のみについて、過去の「黄砂延べ日数」を整理しなおすと、2024 年度は、2011
年度以降で最も「黄砂延べ日数」が多い年度となった。 
 
3. 煙霧の観測状況 

2024 年度に国内で観測された煙霧について、同日に 10 地点以上で観測された場合を煙霧日とし、連

続する煙霧日を 1 事例として抽出した。その結果、2024 年度は 8 事例、延べ 164 箇所の測定局で、そ

れぞれ煙霧が観測された。煙霧事例時の延べ日数の経月変化を整理すると、2024 年度は 2025 年 1 月に

多く観測されていた。また地点別の煙霧事例延べ日数を整理したところ、例年通り九州・沖縄・中国地

方で煙霧が多く観測されたほか、室蘭、秋田、稚内、山形、秋田といった東北地方及び北海道でも煙霧

が多く観測されていた。 
 
4. 2024 年度における黄砂日の事例解析 

4.1 解析手法 
黄砂を多角的に把握するため、天気図、砂塵嵐の発生状況、SPM 濃度全国分布、後方流跡線、CFORS
予測結果、ライダー黄砂消散係数、黄砂消散係数と SPM 濃度の関係、ACSA-14 による大気汚染物質濃

度の時間値、PM2.5/SPM の比、湿度などのデータを比較して飛来状況を解析した。また、これらの結

果から黄砂の状況と大気汚染物質の混在状況についてレーダーチャートにより評価した。過年度より黄

砂の状況把握には、アジア中央部での黄砂の発生状況、日本南岸に前線が位置する気圧配置、モンゴル

からの方向を示す後方流跡線、ライダーでの黄砂消散係数と SPM 濃度の同時上昇、PM2.5/SPM の比

の低下などがその判断として有効と思われた。大気汚染物質の混在状況については、SO42-の上昇、中国

沿岸部からの方向を示す後方流跡線、PM2.5/SPM の比の上昇などをもとに判断した。 
 

4.2 黄砂の観測事例 
2024 年度に気象台が日本国内のいずれかの地点で黄砂を観測した日は、合計で 7 日であり、連続した

日を 1 つの黄砂事例とすると、3 事例になる。これら黄砂 3 事例についての詳細は報告書本文を参照さ

れたい。 
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4.3 黄砂日の解析結果 

2024 年度の黄砂日 3 事例について、各事例の概要は以下のとおりである。 
事

例 
年 月 日 

地点

数 
観測

地点 
概要 

1 

2024 4 17 2 
東京・

大阪 
4 月 14 日～18 日にかけてモンゴルや中国において発生した

slight duststorm や severe duststorm が、人為起源汚染物質

を含み飛来したやや強い黄砂の事例 
2024 4 18 2 

東京・

大阪 

2024 4 19 2 
東京・

大阪 

2 2024 4 26 1 東京 

4 月 23 日～26 日にかけてモンゴルにおいて発生した dust や
slight duststorm が、人為起源汚染物質を含み飛来した弱い

黄砂の事例 

3 

2025 3 25 2 
東京・

大阪 
3 月 23 日～26 日にかけてモンゴルや中国において発生した

dust や slight duststorm,、severe duststorm が、人為起源汚

染物質を含み飛来したやや強い黄砂の事例 
2025 3 26 2 

東京・

大阪 

2025 3 27 1 大阪 

 
 
5. 2024 年度における煙霧日の事例解析 

5.1 解析手法 
黄砂と同様に、粒子の影響で視程の低下をもたらしているものに煙霧がある。気象庁での煙霧の定義は、

「乾いた微粒子によって視程が 10km 未満となった場合で、乾いたとは湿度 75％未満」としている。上

記定義に従い、2022 年度に日本で観測された煙霧のうち、全国 59 地点中 10 地点以上で同時に観測さ

れた事例を対象とし、解析を行った。解析項目は黄砂事例での解析項目の、（1）煙霧観測地点、（2）天

気図、（3）現在天気データ、（4）後方流跡線、（5）CFORS、（6）ライダー黄砂消散係数・SPM 濃度、

（7）PM2.5 濃度、（8）ACSA-14 データである。 
 

5.2 煙霧の観測事例 
2024 年度に日本で観測された煙霧のうち、10 地点以上で同時に観測された日を解析対象とすると、合

計で 12 日間であった。連続した日を 1 つの煙霧現象とすると、8 事例になる。これらの煙霧事例につ

いての詳細は報告書本文を参照されたい。 
 

5.3 煙霧事例の解析結果 
2024 年度に 59 局の気象観測所で同時に 10 地点以上煙霧が観測された 8 つの煙霧事例について、各事
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例の概要は以下のとおりである。 
 

事

例 
年 月 日 

地

点

数 
観測地点 概要 

1 2025 1 6 11 
長崎、佐賀、下関、福岡、熊谷、

熊本、鹿児島、大分、松山、宮崎、

広島 

大陸から飛来した空気塊

に国内における人為起源

汚染物質が混合した弱い

煙霧事例 

2 

2025 1 22 13 
福岡、長崎、熊本 

広島、徳島、高松 

大陸から飛来した空気塊

が人為起源汚染物質を含

み日本に飛来した弱い煙

霧事例 

2025 1 23 21 

広島、金沢、福岡、松山、高

松、長崎、熊本、宮崎、神戸、

下関、岡山、松江、大分、横

浜、鳥取、徳島、彦根、津、京

都、名古屋、岐阜 

2025 1 24 17 

広島、神戸、大阪、佐賀、名古

屋、奈良、徳島、高松、福岡、

京都、岡山、大分、津、松山、

彦根、鹿児島、熊谷 

3 

2025 1 31 11 
福島、松江、鳥取、京都、津、

奈良、岡山、名古屋、岐阜、大

阪、和歌山 
大陸から飛来した空気塊

に国内・国外で発生した

人為起源汚染物質を含ん

だ弱い煙霧事例 2025 2 1 13 
津、和歌山、広島、神戸、高

松、大阪、奈良、岡山、京都、

彦根、徳島、網走、松山 

4 2025 2 5 12 
長崎、秋田、父島、鳥取、和歌

山、松江、稚内、札幌、室蘭、

金沢、岐阜、福井 

大陸から飛来した空気塊

に国内・国外で発生した

人為起源汚染物質を含む

煙霧事例 

5 2025 2 13 11 
稚内、広島、函館、室蘭、横

浜、網走、帯広、水戸、銚子、

札幌、秋田 

大陸から飛来した空気塊

に国内外で発生したと考

えられる人為起源汚染物
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質を含んだ弱い煙霧事例 

6 2025 2 17 15 

長崎、下関、大分、福岡、松

江、宮崎、佐賀、鳥取、松山、

名瀬、富山、鹿児島、秋田、山

形、宮古島 

大陸から飛来した空気塊

に国外で発生したと思わ

れる人為起源汚染物質を

含んだやや強い煙霧事例 

7 2025 2 27 15 

下関、福岡、長崎、佐賀、松

山、室蘭、名古屋、高松、熊

本、宮崎、鹿児島、稚内、徳

島、網走、神戸 

大陸から飛来した空気塊

に国内外で発生したと思

われる人為起源汚染物質

を含んだ弱い煙霧事例 

8 

2025 3 1 14 

室蘭、函館、旭川、札幌、横

浜、網走、和歌山、岡山、松

山、津、徳島、神戸、高松、広

島 

大陸から飛来した空気塊

に国内外で発生したと思

われる人為起源汚染物質

を含んだやや強い煙霧事

例 2025 3 2 11 
静岡、宮崎、銚子、秋田、津、

盛岡、仙台、山形、新潟、福

島、稚内 
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1.  調査目的 
黄砂は、黄河地域や既存の砂漠等から発生する自然現象としてとらえられてきたが、近年では過放

牧や農地転換などによる耕地の拡大も原因とされ、人為的影響による環境問題として再認識されつつ

ある。黄砂は、植物や交通機関に影響を与えるほか、呼吸器疾患等の健康影響の可能性が指摘されて

いる。しかし、飛来した黄砂の物理的、化学的な実態については必ずしも解明されていない。また、

黄砂が中国大陸から飛来する際に混在する人為的発生源からの汚染物質の影響も懸念される。 
本報告書は、わが国における黄砂エアロゾルの飛来状況を科学的に把握するとともに、わが国に飛

来した黄砂の実態解明に資することを目的として、2022 年度及び 2023 年度に飛来した黄砂の状況に

ついてまとめたものである。 
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  黄砂の事例解析 
 

2.1 黄砂の観測状況 
黄砂の観測日数について経年変化、経月変化、地点別日数などの整理を行った。黄砂観測地点は、2020

年 2 月 3 日以降 2024 年 3 月 26 日に至るまで 11 地点（札幌、仙台、東京、新潟、名古屋、大阪、広島、

高松、福岡、鹿児島、那覇）であったが、2024 年 3 月 26 日以降 2 地点（東京、大阪）となった。その

ため、経年変化のグラフは 11 地点と 2 地点での黄砂観測日数を分けて整理した。 
 
気象台が発表した黄砂日に基づく年間積算黄砂観測日数について、2005 年度から 2024 年度までの

20 年間の推移を図 1-1 に示す。2024 年度の黄砂観測日数（延べ日数）は 12 日であり、2 地点において

黄砂観測日数が 10 日を超えたのは、2010 年度以来となった。 
 

 

図 1-1 黄砂観測日数（延べ日数）の経年変化（年度ごとに整理） 
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2.2 黄砂の事例解析 
2.2.1  解析手法 
（１） 黄砂観測地点 

前節で述べたように、黄砂は気象庁により、2020 年 2 月 3 日以降 2024 年 3 月 26 日に至

るまで計 11 地点の気象台で観測されていたが、2024 年 3 月 26 日以降は 2 地点（東京、大

阪）での観測となった。本解析では、東京及び大阪の気象台における気象観測結果を参照し、

いずれか、もしくは双方の気象台で黄砂が観測されていた日を黄砂日として、解析対象として

いる。 
 
（２） 気象概況 

気象概況（天気図）は、気象庁のホームページから天気図と天気概況を引用した。 
 

（３） SPM 濃度全国分布 
SPM 濃度全国分布は、全国における常時監視測定局の SPM 測定データ（速報値）から黄

砂観測日の濃度を地図上に示した。この際、SPM 濃度の時間的・空間的変化を確認するため、

3 時間毎の地図を作成した。 
 
（４） アジア域における気象状況 

NOAA National Centers for Environmental Information にて公開されている現在天気の

データ（WMO のコード）を基に、東アジアでの砂塵嵐の発生について地図上に表示した。有

人観測地点における気象コード 04 を Smoke、05 を Haze、06 を Widespread dust、07,08,09
を Dust、30,31,32 を Slight duststorm、33,34,35 を Severe duststorm、と分類した（表 1- 
1）。 

表 1- 1 WMO 現在天気のコードと本資料における略称 

コード コードの定義 本資料における略称 

04 
Visibility reduced by smoke, e.g. veldt or forest fires, 
industrial smoke or volcanic ashes 

Smoke 

05 Haze Haze 

06 
Widespread dust in suspension in the air, not raised by 
wind at or near the station at the time of observation 

Widespread dust 

07 

Dust or sand raised by wind at or near the station at 
the time of observation, but no welldeveloped dust 
whirl(s) or sand whirl(s), and no duststorm or 
sandstorm seen; or, in the case of ships, blowing spray 
at the station 

Dust 
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08 
Well-developed dust whirl(s) or sand whirl(s) seen at or 
near the station during the preceding hour or at the 
time of observation, but no duststorm or sandstorm 

09 
Duststorm or sandstorm within sight at the time of 
observation, or at the station during the preceding hour 

30 
Slight or moderate duststorm or sandstorm 
has decreased during the preceding hour 

Slight duststorm 31 
Slight or moderate duststorm or sandstorm 
no appreciable change during the preceding hour 

32 
Slight or moderate duststorm or sandstorm 
has begun or has increased during the preceding hour 

33 
Severe duststorm or sandstorm 
has decreased during the preceding hour 

Severe duststorm 34 
Severe duststorm or sandstorm 
no appreciable change during the preceding hour 

35 
Severe duststorm or sandstorm 
has begun or has increased during the preceding hour 

 
（５） 後方流跡線 

 後方流跡線は、アメリカ NOAA の HYSPLIT により気象データ GDAS を使い計算した。

起点は、黄砂が観測された地点を考慮して決め、後方 72 時間とした。また、各地点、各黄砂

観測日の 0:00 から 12:00 までの 1 時間ごと 13 時間分の、起点からさかのぼるデータを作図

に利用した。これにより、ある黄砂観測日のある地点からは、13 の後方流跡線が作図される。

出発高度は、SPM 濃度との関連を評価するため地表面に近い 1,500m とした。 
 
（６） CFORS（Chemical weather FORecasting System） 

 CFORS は、九州大学応用力学研究所の鵜野らによって開発された化学物質輸送領域数値モ

デルである。本解析内の図は、  国立環境研究所で定常運用を行っているバージョン

(RIAM/NIES·CFORS) による、黄砂イベント当時に予測された黄砂等土壌性ダストと硫酸塩

の高度 0～lkm における平均重量濃度の推定分布を表示している。 
 
（７） ライダー 

 ライダー観測結果は、 国立環境研究所公開を用い解析を行った。国立環境研究所ではライ

ダー観測結果から非球形粒子（黄砂）と球形粒子（大気汚染性エアロゾル）の消散係数を算出

し、そのデータを公開している。これは、黄砂モニタリングのため、532nm の偏光解消度を

利用して、非球形の黄砂と球形の大気汚染性エアロゾルを分離して、それぞれの散乱への寄与

を推定したものである。数値データとして示されている消散係数(/km)は、光が物質に衝突し

物質への吸収や散乱によって単位長さ当たりに消失する割合である。この非球形粒子の消散
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係数（以下、「黄砂消散係数」という。） のうち、下層である 150m~270m のデータを 1 時間

毎に平均したものを経時変化グラフとして示した。さらに、下層での黄砂消散係数と SPM 時

間値を経時変化グラフで表し、その類似性を検討した。 
 
（８） PM2.5 日平均濃度 

PM2.5 日平均濃度による評価には全国分布図を作成し、微小粒子による汚染の拡がりをみ

た。PM2.5 濃度は、全国の常時監視測定局における測定値（速報値）を使用した。また、粗大

粒子と微小粒子の比である PM2.5 日平均値/SPM 日平均値の比を測定局ごとに算出し、日本

地図にプロットした。黄砂時には粗大粒子が多く飛来するため、PM2.5 日平均値/SPM 日平

均値の値は小さくなる傾向が見られる。 
 
（９） PM2.5 自動測定器 ACSA-14 の活用 

 環境省では、PM2.5 成分自動測定機を全国の複数地点に配置し、2017 年 4 月から継続的な

測定を開始している。PM2.5 成分自動測定機のうち、ACSA-14 では、全国 10 地点において、

PM2.5 中の SO42-（硫酸イオン）や NO3-（硝酸イオン）などの 1 時間値を測定している。さ

らに、本装置では PM10 も測定しており、粗大粒子（PM10-2.5）の成分も同時に出力される。 

本調査では、ACSA-14 のデータのうち、PM2.5、PM10、SO42-、NO3-を使用するものとし、

微小粒子（PM2.5）と粗大粒子（PM10-2.5）の成分が区別できるよう、表 1- 2 に従って表記

する。 
 

表 1- 2 本調査で使用する成分 
 硫酸イオン 硝酸イオン 
微小粒子側の成分（PM2.5） fSO42-（図表中では fSO4 と表記） fNO3-（図表中では fNO3 と表記） 
粗大粒子側の成分（PM10-2.5） cSO42-（図表中では cSO4 と表記） cNO3-（図表中では cNO3 と表記） 
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（１０） レーダーチャートによる評価 
 図 1- 2 に示すようなレーダーチャートによる黄砂の評価を行った。すなわち、表 1- 3 に示

すように、数値をもとに分類するもの 6 項目、図から分類するもの 8 項目について、それぞ

れ満点を 6 として点数化し、黄砂項目と大気汚染項目に分けて合計点数を算出する。 

 
図 1- 1 黄砂の特徴を示すレーダーチャート（例） 

 
表 1- 3 各項目の点数化一覧表 

項目名 
点  数 
6 5 4 3 2 1 0 

黄砂観測地点数 2 - - 1 - - 0 
SPM 濃度 >300 200～300 150～200 100～150 50～100 20～50 >20 
PM2.5/SPM（低） <0.4 0.4～0.5 0.5～0.6 0.6～0.7 0.7～0.8 0.8～0.9 >0.9 
煙霧観測地点数 >30 20～30 15～20 10～15 5～10 0～5 0 
PM2.5/SPM（高） >0.9 0.8～0.9 0.7～0.8 0.6～0.7 0.5～0.6 0.4～0.5 <0.4 
ACSA 硫酸イオン >30 25～30 20～25 15～20 10～15 5～10 <5 

 

項目名 
点  数 

6 4 2 0 

気圧配置 ◎ 
（日本南岸近くに前線がある） 

○（日本南岸に前線があ

る） 
△（日本周辺に前線があ

る） ×（左記以外） 

砂塵嵐 ◎（観測前に大陸で severe や

slight が集中的に見られる） 
○（観測前に大陸で severe
や slight が見られる） 

△ （ 観測 前 に 大陸 で

slight が見られる） ×（左記以外） 

SPM 分布 ◎（全国で分布） ○（日本海側で分布） △（散発的に分布） ×（左記以外） 

CFORS(d) ◎（日本に dust 分布の高濃度

帯がある） 
○ 
（日本に dust分布がある） 

△（日本に dust 分布がわ

ずかにある） ×（左記以外） 

ライダー係数 ◎（複数地点で黄砂消散係数が

高く、SPM 変動と同期） 
○（黄砂消散係数がやや高

く、SPM 変動と同期） 
△（黄砂消散係数がやや

高い） ×（左記以外） 

後方流跡線 
（砂塵嵐通過） 

◎（砂塵嵐発生地域を直線的に

通過） 
○（砂塵嵐発生地域の付近

を通過） 
△（砂塵嵐発生地域から

やや逸れて通過） ×（左記以外） 

後方流跡線 
（都市部通過） 

◎ 
（中国沿岸部を直線的に通過） 

○ 
（中国沿岸部付近を通過） 

△（中国沿岸部からやや

逸れて通過） ×（左記以外） 

CFORS(s) ◎（日本に sulfate 分布の高濃

度帯がある） 
○（日本に sulfate 分布が

ある） 
△（日本に sulfate 分布

がわずかにある） ×（左記以外） 
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2.2.2  黄砂の事例解析 
解析対象は、2024 年度に気象台が観測した黄砂の 3 事例（計 7 日）である（表 2- 1）。併せて、黄砂

時に小さな値を示す傾向にある PM2.5/SPM について、算出し記載した。また、黄砂時の PM2.5/PM10
についても、PM2.5 成分自動測定機 ACSA-14 で測定されている PM10 濃度を用いて算出し併記した。 

PM2.5/SPM については、2024 年度の黄砂事例における値は 0.40 から 0.51 の範囲であり、4 月 18
日の値が最も低く、4 月 26 日及び 3 月 26 日の値が最も高かった。これらの値は、2023 年度（0.40～
0.56）と同程度であり、2022 年度（0.63～0.77）と比較してやや小さくなった。一方、PM2.5/PM10 の

値は、0.21 から 0.36 であり、2023 年度（0.09～0.31）及び 2022 年度の値（0.06～0.22）と比較する

とやや大きい値となった。 
 

表 2- 1 2024 年度の黄砂日一覧 （SPM および PM2.5 濃度：μg/m3） 

事 
例 

No. 
日付 黄砂の規模 

PM2.5 平均濃度 
PM2.5/SPM 
平均 

PM2.5/PM10 
平均 年 月 日 地点数 

SPM 
平均濃度 

1 
1 2024 4 17 2 26.69 12.94 0.47 ― 
2 2024 4 18 2 56.44 23.60 0.40 0.22 
3 2024 4 19 2 30.31 13.99 0.44 0.21 

2 4 2024 4 26 1 15.59 8.47 0.51 0.33 

3 
5 2025 3 25 2 28.98 15.44 0.49 0.28 
6 2025 3 26 2 34.27 19.53 0.51 0.23 
7 2025 3 27 1 24.29 12.33 0.47 0.36 

※「SPM 平均濃度」、「PM2.5 平均濃度」、「PM2.5/SPM 平均」には常時監視データを用い、計算した。また、「PM2.5/PM10

平均」には ACSA-14 のデータを用い、計算した。 

※「PM2.5/SPM」は測定局毎に算出された値を平均したものであり、表中の「SPM 平均濃度」と「PM2.5 平均濃度」

から算出したものではない。 

※「PM2.5/PM10」については、いずれの事例についても札幌・箟岳・新潟巻・東京・名古屋・大阪・隠岐・赤穂・福

岡・五島の値の平均を算出した。 
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2.2.3  黄砂日の解析結果 
（１）黄砂事例 1 2024 年 4 月 17 日～19 日 
本事例では、表 3-1- 1 及び図 3-1- 2 に示すとおり、東京・大阪において黄砂が観測された。 
天気図（図 3-1- 3）をみると、黄砂観測の前日には日本の東に高気圧、西に低気圧が配置されていた。

その後、前線を伴う低気圧が日本の南を東進し進行方向を北東に変え、19 日には日本の東に移動してい

る様子が見られる。 
この期間 SPM の 3 時間ごとの全国分布をみると、4 月 17 日正午から 21 時にかけて、九州・中国地

方を中心に 40µg/m3 以上の高濃度の領域が拡大してゆく様子が確認できる（図 3-1- 4) 。続いて 18 日

に関東地方で拡散の様子が見られる。その後 19 日にかけて近畿地方から関東地方に向けて高い SPM 濃

度分布が拡散する様子が見られる。 
日本で黄砂が観測される前の大陸の状況をみると（図 3-1- 5）、黄砂観測前の 4 月 14 日～18 日にか

けてモンゴルや中国の北東部で dust や slight duststorm、severe duststorm が発生している。この時

の気流の状況について、後方流跡線で確認したところ、3 日前からの流跡線が上記 duststorm の発生し

た地域を通っている（図 3-1- 6）。さらに CFORS 予測結果においても、大陸からの dust および sulfate
が日本全域に影響を及ぼしている様子が示されていた（図 3-1- 7）。 

黄砂観測地点を対象に、ライダー黄砂消散係数と、近接する常時監視局における SPM の経時変化を

比較したところ、大阪、東京いずれの地点においても、SPM 濃度とライダー黄砂消散係数が同様に増減

している傾向が確認できた（図 3-1- 8）。また、PM2.5 の日平均値は九州・近畿地方や関東地方におい

て、やや高い傾向を示していた（図 3-1- 9）。 
図 3-1- 10 には、各測定局における PM2.5 日平均/SPM 日平均の全国分布を示している。全国的に 0.5

～0.9 程度の値がほとんどであった。 
PM2.5 成分に関しては、全国各地の ACSA-14 データが欠測となっており、4 月 18 日 18 時以降測定

が再開された隠岐及び赤穂について掲載している。隠岐では 19 日夜にかけて、また赤穂では 18 日夜に

かけて人為起源汚染物質である微小粒子の SO42-、粗大粒子の NO3-、及び PM10 が高い状況が見られる

が、PM2.5 も同様に増減しており、PM2.5/PM10 の値に目立った変動は見られない。（図 3-1- 11）。 
本事例における湿度の時系列（図 3-1- 12）についても、同様に 4 月 18 日 18 時以降の隠岐及び赤穂

と比較しているが、PM10 と湿度の相関は特に見られない。 
また、第 1 回検討会での議論を受け、気象衛星ひまわり 9 号のデータを使用し 4 月 17 日～19 日の正

午における日本域の Dust RGB 画像を作成したところ、図 3-1- 13 の通りであった。特に 17 日に、黄

砂を示す濃いピンク色の分布が日本海上に確認できる。 
以上の通り、本事例は 4 月 14 日～18 日にかけてモンゴルや中国において発生した slight duststorm

や severe duststorm が、人為起源汚染物質を含み飛来したやや強い黄砂の事例と考えられる。 
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図 3-1- 1 黄砂の特徴を示すレーダーチャート 

 
表 3-1- 1 黄砂観測地点 

 

 

 
図 3-1- 2 黄砂観測地点 

日付 地点数
2024年4月17日 2 東京 大阪

2024年4月18日 2 東京 大阪
2024年4月19日 2 東京 大阪

観測地点名
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図 3-1- 3 天気図 
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12 
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図 3-1- 4 SPM1 時間値濃度全国分布（2024 年 4 月 17～19 日） 
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図 3-1- 5 砂塵嵐発生状況 
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図 3-1- 6 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-1- 7 CFORS(dust（左図） – sulfate（右図）)予測結果 
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図 3-1- 8 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（大阪、東京） 
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図 3-1- 9 PM2.5 日平均値全国分布 

 

 
図 3-1- 10 PM2.5 日平均値/SPM 日平均値全国分布 



19 
 

 

 

 
図 3-1- 11 PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 

（隠岐・赤穂ともに 4 月 18 日 18 時まで欠測。その他地点が欠測のため上記 2 地点について掲載） 
 

 
図 3-1- 12 PM10、fSO42-、cSO42-、湿度の経時変化 

（fSO42-、cSO42-は視認性のため 20 倍にした数値を示している。隠岐・赤穂ともに 4 月 18 日 18 時ま

で欠測。その他地点が欠測のため上記 2 地点について掲載） 
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図 3-1- 13 気象衛星ひまわり 9 号データによる Dust RGB 画像 

 
 
（２）黄砂事例 2 2024 年 4 月 26 日 
本事例における黄砂の観測地点数は、表 3-2- 1 及び図 3-2- 2 に示すとおり、東京のみの 1 地点であっ

た。 
天気図（図 3-2- 3）をみると、黄砂観測の前日から大陸側で発達した低気圧と日本付近の高気圧の配

置により西風が強まり、黄砂が日本へ流入しやすい気圧配置が見られた。 
この期間 SPM の 3 時間ごとの全国分布をみると、4 月 26 日午前には九州地方で高めの SPM 濃度分

布が見られ、午後にかけて関東地方へ推移していく様子が見られる（図 3-2- 4) 。 
日本で黄砂が観測される前の大陸の状況をみると（図 3-2- 5）、黄砂観測前の 4 月 23 日～26 日にモ

ンゴルで dust や slight duststorm が発生している。この時の気流の状況について、後方流跡線で確認
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したところ、上記 duststorm の発生地域からの空気塊の移送が確認された（図 3-2- 6）。さらに CFORS
予測結果においても、大陸からの dust および sulfate が日本全域に影響を及ぼしている様子が示されて

いた（図 3-2- 7）。 
黄砂が観測された東京を対象に、ライダー黄砂消散と SPM 濃度の比較を比較したところ、ライダー

黄砂消散係数の欠損が多く、SPM 濃度との相関は見られなかった（図 3-2- 8）。PM2.5 の日平均値は全

国的に 20µg/m3 以下の低濃度を示していた（図 3-2- 9）。各測定局における PM2.5/SPM 比の全国分布

（図 3-2- 10）では、0.5～0.9 の地域がほとんどであった。 
人為起源汚染物質である微小粒子の SO42-、粗大粒子の NO3-については、福岡、隠岐、大阪、赤穂等

で、26 日午後から夜間にかけて増加している様子が見られる。また、PM10 に関しても同様の傾向が見

られるが、PM2.5 濃度も同時に上昇しているため、PM2.5/PM10 の値には大きな変化は見られない（図

3-2- 11）。 
また、本事例における湿度の時系列（図 3-2- 12）には、大阪で 26 日午後の PM10 の増加に伴い、わ

ずかに湿度が低下する様子が見られるが、その他の地域で湿度の変化は目立たない。 
事例 1 と同様に、気象衛星ひまわり 9 号のデータを使用し 4 月 26 日正午における日本域の Dust RGB

画像を作成したところ、図 3-2- 13 の通りであった。西日本は雲に覆われており、黄砂の飛来状況の確

認が困難であるものの、東北地方の海上に黄砂を示す濃いピンク色の分布が確認でき、黄砂が通過した

ことが示唆される。 
以上の通り、本事例は、4 月 23 日～26 日にかけてモンゴルにおいて発生した dust や slight duststorm

が、人為起源汚染物質を含み飛来した弱い黄砂の事例と考えられる。 
 

 

図 3-2- 1 黄砂の特徴を示すレーダーチャート 
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表 3-2- 1 黄砂観測地点 

 

 

 
図 3-2- 2 黄砂観測地点 

 

 
図 3-2- 3 天気図 

 

日付 地点数

2024年4月26日 1 東京

観測地点名
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図 3-2- 4 SPM1 時間値濃度全国分布（2024 年 4 月 26 日） 
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図 3-2- 5 砂塵嵐発生状況 

 

 
図 3-2- 6 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-2- 7 CFORS(dust（左図） – sulfate（右図）)予測結果 

 

 
図 3-2- 8 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（東京） 

 

 
図 3-2- 9 PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-2- 10 PM2.5 日平均値/SPM 日平均値全国分布 
 

 

 

 
図 3-2- 11 PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 

(図 3-2- 4 を参考とし西日本を中心とする各地点について掲載） 
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図 3-2- 12 PM10、fSO42-、cSO42-、湿度の経時変化 

（fSO42-、cSO42-は視認性のため 20 倍にした数値を示している。なお図 3-2- 4 を参考とし西日本を中

心とする各地点について掲載） 
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図 3-2- 13 気象衛星ひまわり 9 号による Dust RGB 画像 

 
 

（３）黄砂事例 3 2025 年 3 月 25 日～27 日 
本事例における黄砂の観測地点数は、表 3-3- 1 及び図 3-3- 2 に示すとおり、3 月 25 日及び 26 日に東

京及び大阪の 2 地点、3 月 27 日に大阪のみの 1 地点であった。 
天気図（図 3-3- 3）をみると、黄砂観測の前日から大陸側で発達した低気圧と日本付近の高気圧の配

置により西風が強まり、黄砂が日本へ流入しやすい気圧配置が見られた。 
この期間 SPM の 3 時間ごとの全国分布をみると、3 月 25 日正午から 26 日正午にかけて、日本全域

で 40 ㎍/m3 以上の高濃度の領域が拡大してゆく様子が確認できる。その後 SPM 濃度はやや低下し、27
日正午から関東地方を中心に、SPM 濃度がやや高い領域が広範囲に拡散する様子が見られる。（図 3-3- 
4) 。 

日本で黄砂が観測される前の大陸の状況をみると（図 3-3- 5）、黄砂観測前の 3 月 23 日からモンゴル

周辺で dust が発生しており、24 日～26 日にかけてモンゴルと中国の広い範囲で dust や slight 
duststorm や severe duststorm が発生していた。この時の気流の状況について、後方流跡線で確認し

たところ、3 日前からの流跡線は上記 duststorm の発生した地域を通過している（図 3-3- 6）。さらに

CFORS 予測結果においても、大陸からの dust および sulfate が日本全域に影響を及ぼしている様子が

示されていた（図 3-3- 7）。 
黄砂が観測された大阪・東京を対象に、ライダー黄砂消散係数と、近接する常時監視局における SPM

の経時変化を比較したところ、東京・大阪ともにライダー黄砂消散係数と SPM 濃度が伴って変動する

傾向が確認できた（図 3-3- 8）。また、PM2.5 の日平均値は近畿地方と関東地方で局所的に 35µg/m3～

40µg/m3程度を示している（図 3-3- 9）。 
各測定局における PM2.5/SPM 比の全国分布では、全国的に 0.7～0.9 程度の分布がほとんどであっ

たが、九州地方で 0.3 以下の地点が見られた（図 3-3- 10）。 
人為起源汚染物質である微小粒子の SO42-、粗大粒子の NO3-については、福岡、大阪、新潟巻等で 26
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日から 27 日にかけて顕著に増加しており、また特に箟岳、新潟巻、札幌等で、PM10 の上昇とともに

PM2.5/PM10 が減少する傾向が明瞭に確認できる（図 3-3- 11）。 
また、本事例における湿度の時系列（図 3-3- 12）には、特に大阪、名古屋、箟岳の PM10 の上昇に

伴い湿度も低下している様子が見られる。 
左記の事例と同様に、気象衛星ひまわり 9 号のデータを使用し、各日正午における日本域の Dust RGB

画像を作成したところ、図 3-3- 13 の通りであった。全体的に雲が多く、黄砂の飛来状況が確認し難い

ものの、特に 25 日に、黄砂を示す濃いピンク色の分布が確認できる。 
以上の通り、本事例は、3 月 23 日～26 日にかけてモンゴルや中国において発生した dust や slight 

duststorm,、severe duststorm が、人為起源汚染物質を含み飛来したやや強い黄砂の事例と考えられる。 
 

 
図 3-3- 1 黄砂の特徴を示すレーダーチャート 

 
表 3-3- 1 黄砂観測地点 

 

日付 地点数

2025年3月25日 2 東京 大阪

2025年3月26日 2 東京 大阪
2025年3月27日 1 大阪

観測地点名
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図 3-3- 2 黄砂観測地点 

 

 
図 3-3- 3 天気図 
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図 3-3- 4 SPM1 時間値濃度全国分布（2025 年 3 月 25～27 日） 
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図 3-3- 5 砂塵嵐発生状況 
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図 3-3- 6 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-3- 7 CFORS(dust（左図） – sulfate（右図）)予測結果 
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図 3-3- 8 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（大阪、東京） 
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図 3-3- 9 PM2.5 日平均値全国分布 

 

 
図 3-3- 10 PM2.5 日平均値/SPM 日平均値全国分布 
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図 3-3- 11 PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
（図 3-3- 4 を参考とし全国の各地点について掲載） 

 



40 
 

 

 
図 3-3- 12 PM10、fSO42-、cSO42-、湿度の経時変化 

（fSO42-、cSO42-は視認性のため 20 倍にした数値を示している。なお図 3-3- 4 を参考とし全国の各地

点について掲載） 
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図 3-3- 13 気象衛星ひまわり 9 号データによる Dust RGB 画像  
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  煙霧の事例解析 
3.1.1  解析手法 
（１） 煙霧観測地点 
 黄砂と同様に、粒子の影響で視程の低下をもたらしているものに煙霧がある。気象庁での煙霧の

定義は、「乾いた微粒子によって視程が 10km 未満となった場合で、乾いたとは湿度 75％未満」とさ

れている。ここでの煙霧観測事例としては、上記定義に従い、2024 年度に日本で観測された煙霧のう

ち、全国 59 地点中、10 地点以上で同時に観測された事例を中心に決定した。 
 
（２） 解析項目 
煙霧日における黄砂の可能性を調査するため、解析項目は、黄砂事例における解析項目のうち、（１）

煙霧観測地点、（２）天気図、（３）現在天気データ、（４）後方流跡線、（５）CFORS、（６）ライダー

黄砂消散係数、SPM 濃度、（７）PM2.5 濃度、（８）ACSA-14 データ、の 8 項目とした。ただし、SPM
濃度及び PM2.5 濃度については、全国の常時監視測定局における測定データ（速報値）を使用した。 

 
3.1.2  2024 年度に観測された煙霧 
（１）煙霧の観測状況 
2005 年度から 2024 年度までの 20 年間について、煙霧日の年間延べ日数を図 2- 1 に示した。2024

年度は合計で 267 日の煙霧が観測され、近年横ばい傾向が見られる。 

 
図 2- 1 煙霧観測日数の経年変化 

 
（２）煙霧の観測状況 
解析対象は、2024 年度に 1（1）で述べた方法で決定した 8 事例（計 12 日）である（表 2- 1）。な
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お、上記（１）の基準により抽出された煙霧日としては、表 2- 1 記載の日時以外にも、黄砂日と重複

する 4 月 18 日、4 月 19 日、3 月 26 日、3 月 27 日が抽出されたが、煙霧日における黄砂の可能性を

解析するという主旨に鑑みて、これら 4 日間については解析対象から除外している。煙霧時の

PM2.5/SPM の値は 0.50～0.62 の範囲であり、黄砂時（0.40～0.51）と比較してやや大きい値となっ

た。また、ACSA-14 の PM2.5/PM10 は 0.25～0.48 であり、黄砂時（0.21～0.36）と比較すると、わ

ずかに大きい値であった。 
 

表 2- 2 2024 年度の煙霧日一覧（SPM および PM2.5 濃度：μg/m3） 
事 
例 

No. 
日付 煙霧の規模 SPM 平均

濃度 
PM2.5
/SPM 

PM2.5
/PM10 年 月 日 地点数 PM2.5 平均濃度 

1 1 2025 1 6 11 8.97 13.74 0.62 0.44 

2 
2 2025 1 22 13 9.09 13.84 0.61 0.48 
3 2025 1 23 21 12.66 19.07 0.62 0.45 
4 2025 1 24 17 10.44 15.99 0.62 0.38 

3 
5 2025 1 31 11 9.83 15.22 0.58 0.47 
6 2025 2 1 13 9.71 14.95 0.60 0.41 

4 7 2025 2 5 12 3.41 5.80 0.57 0.34 
5 8 2025 2 13 11 4.24 8.53 0.50 0.30 
6 9 2025 2 17 15 6.19 10.88 0.54 0.25 
7 10 2025 2 27 15 10.90 17.16 0.58 0.32 

8 
11 2025 3 1 14 11.97 19.81 0.58 0.33 
12 2025 3 2 11 12.82 22.48 0.55 0.34 

※「SPM 平均濃度」、「PM2.5 平均濃度」、「PM2.5/SPM 平均」には常時監視データを用い、計算した。また、「PM2.5/PM10

平均」には ACSA-14 のデータを用い、計算した。 

※「PM2.5/SPM」は測定局毎に算出された値を平均したものであり、表中の「SPM 平均濃度」と「PM2.5 平均濃度」

から算出したものではない。 

※「PM2.5/PM10」については、各事例について、それぞれ以下の平均をとった。 

2025 年 1 月 6 日：北海道以外での観測のため箟岳, 新潟巻, 東京, 名古屋, 大阪, 赤穂, 隠岐, 福岡, 五島 

における平均 

2025 年 1 月 22～24 日：九州・四国・中国・近畿・中部での観測のため名古屋, 大阪, 赤穂, 隠岐, 福岡, 五島の平均 

2025 年 1 月 31 日～2 月 1 日：中国・近畿・中部での観測のため名古屋, 大阪, 赤穂, 隠岐の平均 

2025 年 2 月 5 日：北海道・東北・中国での観測のため札幌, 箟岳, 新潟巻, 赤穂, 隠岐の平均 

2025 年 2 月 13 日：北海道・東北・関東での観測のため札幌, 箟岳, 新潟巻, 東京の平均 

2025 年 2 月 17 日：九州・中国・東北での観測のため箟岳, 新潟巻, 赤穂, 隠岐, 福岡, 五島の平均 

2025 年 2 月 27 日：北海道・九州・中国・中部での観測のため札幌, 名古屋, 大阪, 赤穂, 隠岐, 福岡, 五島の平均 

  2025 年 3 月 1 日～2 日：北海道・東北・中部・中国での観測のため札幌, 箟岳, 新潟巻, 名古屋, 大阪, 赤穂, 隠岐の平

均 
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3.1.3  煙霧日の解析結果 
(1) 煙霧事例 1 2025 年 1 月 6 日 
本事例では、2025 年 1 月 6 日に観測された煙霧事例であり、中国・九州地方を中心に 11 地点で煙霧

が観測された（表 3-1- 1、図 3-1- 1）。 
図 3-1- 3 に示した大陸の様子では、1 月 4 日に中国の 1 地点において局所的な slight duststorm が

観測されたことが記録されている。CFORS による予測結果（図 3-1-5）では、sulfate は九州及び東日

本へ影響を及ぼしているが、dust の影響は認められない。 
この期間における福岡でのライダー黄砂消散係数には欠測が多く変動は確認できなかった。SPM 濃

度については、1 月 6 日昼過ぎから 50 µg/m3程度の上昇が見られる（図 3-1- 6）。PM2.5 濃度に関して

は、九州や関東地方において局所的に 20～30 µg/m3となっているものの、その他の地域では 20 µg/m3

以下の地点がほとんどであった（図 3-1- 7）。 
また、図 3-1- 8 からは、1 月 6 日午後にかけて、五島、福岡、箟岳、東京で PM10 及び PM2.5 が増

加しピークを示す様子が見られたが、両者が同時に増加しているため、PM2.5/PM10 の値には目立った

変動は見られなかった。PM2.5 成分に関しても、同地点において cNO3-、fSO42-の増加が確認された。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域観測データから生成した Dust RGB 画像では、本州の大部分が

雲に覆われており、大陸からの砂塵の飛来は確認できない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に国内における人為起源汚染物質が混合した弱い煙霧

事例と考えられる。 
 

表 3-1- 2 煙霧観測地点 

 
 

 
図 3-1- 14 煙霧観測地点 

 

日付 地点数
長崎 佐賀 下関 福岡 熊谷 熊本 鹿児島 大分 松山 宮崎
広島

2025年1月6日 11

観測地点名
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図 3-1- 15 天気図 
 

 
図 3-1- 16 砂塵嵐発生状況 
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図 3-1- 17 後方流跡線（72 時間前より） 

 

 
図 3-1- 18 CFORS 予測結果 

   
図 3-1- 19 福岡におけるライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化 
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図 3-1- 20 PM2.5 日平均値全国分布 

 

 

 

 

 
図 3-1- 21 PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
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(2) 煙霧事例 2 2025 年 1 月 22 日～24 日 
本事例は、2025 年 1 月 22 日～24 日に観測された煙霧事例であり、西日本を中心に、22 日、23 日、

24 日の各日にそれぞれ 13 地点、21 地点、17 地点で煙霧が観測された（表 3-2- 1、図 3-2- 1）。 
この期間の大陸の状況を見ると（図 3-2- 3）日本で煙霧が発生する以前の段階では、大陸側において 

dust に相当する気象現象は確認されておらず、観測上も明瞭な砂じん発生の記録は認められなかった。

同時期の気流の状況を後方流跡線で確認したところ（図 3-2- 4）、大陸からの移流の様子が確認できる。

CFORS 予測結果（図 3-2- 5）は、sulfate が本州に広く影響を及ぼしているものの、dust の影響は見ら

れなかった。 
この期間における福岡のライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化との間に明瞭な相関は認めら

れなかった（図 3-2- 6）。松江および大阪では、SPM 濃度とライダー黄砂消散係数が同様の増減傾向を

示していることが確認された。PM2.5 濃度は、九州・中国・近畿地方で 20～40 µg/m3となる地点が見

られるものの、その他の地域では 20 µg/m3以下であった（図 3-2- 7）。 
また、PM10 濃度及び PM2.5 濃度については、1 月 23 日 0 時頃から 24 日 0 時頃にかけて増加して

いるものの、両者がともに増加していることから、PM2.5/PM10 比の目立った低下は見られない。人為

起源汚染物質については、24 日に各地で cNO3-、fNO3-が増加している様子が顕著に見られる。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域観測データから生成した Dust RGB 画像を確認したところ、黄

砂時に見られるような濃いピンク色の分布は見られなかった。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊が人為起源汚染物質を含み、日本に飛来した弱い煙霧

事例と考えられる。 
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表 3-2- 2 煙霧観測地点 

 
 

 

図 3-2- 14 煙霧観測地点 
 

日付 地点数
福岡 長崎 熊本 鹿児島 下関 佐賀 大分 松江 鳥取 松山
広島 徳島 高松
広島 金沢 福岡 松山 高松 長崎 熊本 宮崎 神戸 下関
岡山 松江 大分 横浜 鳥取 徳島 彦根 津 京都 名古屋
岐阜
広島 神戸 大阪 佐賀 名古屋 奈良 徳島 高松 福岡 京都
岡山 大分 津 松山 彦根 鹿児島 熊谷

2025年1月22日 13

17

212025年1月23日

2025年1月24日

観測地点名
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図 3-2- 15 天気図 
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図 3-2- 16 砂塵嵐発生状況 
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図 3-2- 17 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-2- 18 CFORS- dust 予測結果  
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図 3-2- 19 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（福岡・松江・大阪） 

 
図 3-2- 20 PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-2- 21 PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
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(3) 煙霧事例 3 2025 年 1 月 31 日～2 月 1 日 
本事例は、2025 年 1 月 31 日～2 月 1 日に観測された煙霧事例であり、中国・近畿地方を中心に、31

日、1 日の確実にそれぞれ 11 地点、13 地点で煙霧が観測された（表 3-3- 1、図 3-3- 1）。 
この期間の大陸の状況を見ると（図 3-3- 3）、日本で煙霧が発生する以前の段階では、大陸側において 

dust に相当する気象現象は確認されておらず、観測上も明瞭な砂じん発生の記録は認められなかった。

一方、後方流跡線解析からは、大陸から日本への気塊の移流が存在していたことが示されている（図 3-
3- 4）。この期間における CFORS 予測結果（図 3-3- 5）によると、sulfate は西日本を中心に影響を及

ぼしている様子が確認されるが、dust による影響は示されていない。 
この期間における福岡のライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化との間に明瞭な相関は認めら
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れなかった（図 3-3- 6）。PM2.5 濃度は、中国・近畿地方において 35～40 µg/m3となる地点が見られた

ものの、その他の地域では 20 µg/m3以下がおおく見られた（図 3-3- 7）。 
また、煙霧観測日における PM10 濃度および PM2.5 成分の濃度を見ると、五島、福岡、赤穂、新潟

巻などの地点において、31 日午前以降に PM10 濃度の上昇が確認される。一方で、PM2.5 濃度も同時

に増加していることから、PM2.5/PM10 比の低下は認められなかった。人為起源汚染物質である SO₄²⁻
および NO₃⁻については一定の変動が見られるものの、赤穂および大阪を除く地点では概ね低い濃度に

とどまっている。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像からは、黄砂時のよ

うな砂塵を示す濃いピンク色の分布は見られなかった。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に国内・国外で発生した人為起源汚染物質を含んだ弱

い煙霧事例と考えられる。 
 

表 3-3- 2 煙霧観測地点 

 
 

 

図 3-3- 14 煙霧観測地点 
 

日付 地点数
福島 松江 鳥取 京都 津 奈良 岡山 名古屋 岐阜 大阪
和歌山
津 和歌山 広島 神戸 高松 大阪 奈良 岡山 京都 彦根
徳島 網走 松山

2025年1月31日 11

132025年2月1日

観測地点名
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図 3-3- 15 天気図 

 
図 3-3- 16 砂塵嵐発生状況 
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図 3-3- 17 後方流跡線（72 時間前より） 

 

 

 

図 3-3- 18 CFORS- dust 予測結果 
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図 3-3- 19 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（松江・大阪） 
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図 3-3- 20  PM2.5 日平均値全国分布 

 

 

 
図 3-3- 21  PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化  
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(4) 煙霧事例 4 2025 年 2 月 5 日 

本事例は、2025 年 2 月 5 日に観測された煙霧事例であり、九州から東北にかけての日本海側におい

て、12 地点で煙霧が観測された（表 3-4- 1、図 3-4- 1）。 
この期間の大陸の状況を見ると（図 3-4- 3）、日本で煙霧が発生する以前の段階では、大陸側において 

dust に相当する気象現象は確認されておらず、観測上も明瞭な砂じん発生の記録は認められなかった。

一方、後方流跡線解析からは、大陸から日本への気塊の移流が存在していたことが示されている（図 3-
4- 4）。CFORS の予測結果（図 3-4- 5）からは、大陸からの dust が九州地方に影響を及ぼしており、

sulfate については、九州地方と東北地方に局所的に飛来していた様子が見られた。 
図 3-4- 6 に示した松江と札幌のライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化からは、ライダー黄砂

消散係数にやや欠測が多く明確な変動は確認できなかった。SPM 濃度は松江・札幌いずれにおいても、

20 µg/m3以下の数値であり、PM2.5 濃度についても全国的に 10 µg/m3以下の低い濃度であった（図 3-
4- 7）。 

また、図 3-4- 8 に示すように、PM10 及び PM2.5 については、五島、福岡では 5 日午後から増加す

る様子が見られている。また新潟巻では 5 日午前に明瞭なピークが見られ、PM2.5/PM10 比が低下する

様子が確認できる。人為起源汚染物質の SO42-、NO3-については、五島、福岡等でやや増加している様

子が見られる。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像からは、砂塵を示す

ピンク色の分布は確認されていない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に、国内・国外で発生した人為起源汚染物質を含む煙

霧事例と考えられる。 
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表 3-4- 1 煙霧観測地点 

 
 

 
図 3-4- 1 煙霧観測地点 

 

 
図 3-4- 2 天気図 

 

日付 地点数
長崎 秋田 父島 鳥取 和歌山 松江 稚内 札幌 室蘭 金沢
岐阜 福井

122025年2月5日

観測地点名
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図 3-4- 3  砂塵嵐発生状況 

 

 
図 3-4- 4 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-4- 5 CFORS 予測結果 
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図 3-4- 6 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（松江・札幌） 

 

 
図 3-4- 7  PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-4- 8  PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化  
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(5) 煙霧事例 5 2025 年 2 月 13 日 

本事例は、2025 年 2 月 13 日における煙霧事例であり、関東地方・北海道を中心に 11 地点で煙霧が

観測された（表 3-5- 1、図 3-5- 1）。 
この期間の大陸の状況を見ると（図 3-5- 3）、日本で煙霧が観測される前日の 12 日に、モンゴルの 1

地点において局所的な slight duststorm が観測され、後方流跡線の結果より、大陸からの移流があった

ことが確認できる（図 3-5- 4）。CFORS の結果（図 3-5- 5）からは、sulfate については日本全域に、

dust については、太平洋側を中心に飛来している様子が見て取れる。 
札幌におけるライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化の比較（図 3-5- 6）からは、ライダー黄

砂消散係数の欠損が多く、両者の相関関係は認められなかった。PM2.5 濃度は、全国的に 10 µg/m3以

下の地点が多く、高濃度となった地点は見受けられなかった（図 3-5- 7）。 
PM10 濃度及び PM2.5 濃度（図 3-5-8）については、13 日昼頃にかけて隠岐、東京等で PM10 が上

昇する様子が見られる。ただし東京以外では、PM2.5 及び PM10 が伴って増加していることから、

PM2.5/PM10 比の値に変化は見られない。人為起源汚染物質の SO42-、NO3-については、五島、新潟巻、

札幌等において cSO42-が増加する様子が見られた。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像からは、砂塵を示す

ピンク色の分布は確認されていない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に、国内外で発生したと考えられる人為起源汚染物質

を含んだ弱い煙霧事例と考えられる。 
 

表 3-5- 1 煙霧観測地点 

 

日付 地点数
稚内 広島 函館 室蘭 横浜 網走 帯広 水戸 銚子 札幌
秋田

112025年2月13日

観測地点名
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図 3-5- 1 煙霧観測地点 

 

 
図 3-5- 2 天気図 
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図 3-5- 3 砂塵嵐発生状況 

 

  
図 3-5- 4 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-5- 5 CFORS 予測結果      
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図 3-5- 6 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（札幌） 

 

 
図 3-5- 7  PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-5- 8   PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
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(6) 煙霧事例 6 2025 年 2 月 17 日 

本事例は、2025 年 2 月 17 日における煙霧事例であり、九州地方・中国地方及び東北地方を中心に 15
地点で煙霧が観測された（表 3-6- 1、図 3-6- 1）。 

この期間の大陸の状況を見ると（図 3-6- 3）、日本で煙霧が発生する以前の段階では、大陸側において 
dust に相当する気象現象は確認されておらず、観測上も明瞭な砂じん発生の記録は認められなかった。

一方、後方流跡線解析からは、大陸から日本への気塊の移流が存在していたことが示されている（図 3-
6- 4）。CFORS 予測結果（図 3-6- 5）からは、sulfate と dust ともに日本全域へ影響を及ぼしている様

子が確認できる。 
福岡・松江におけるライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化（図 3-6- 6）からは、2 月 17 日明

け方に松江のライダー黄砂消散係数の上昇がみられ、同時刻における SPM 濃度も同様の上昇がみられ

た。PM2.5 濃度は、全国的に 20 µg/m3以下の低濃度を示していた（図 3-6- 7）。 
PM2.5 濃度および PM10 濃度の 1 時間値については、17 日午前にかけて、各地における PM10 が

顕著な増加を示しており、特に福岡、隠岐では一時 PM10 濃度が一時 100 µg/m3程度、五島では

100µg/m3超の高濃度となっていた（図 3-6- 8）。人為起源汚染物質の SO42-、NO3-については、いずれ

の地点においても増加する様子が見られた。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像では、砂塵を示すピ

ンク色の分布は確認できない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に、国外で発生したと思われる人為起源汚染物質を含

んだやや強い煙霧事例と考えられる。 
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表 3-6- 1 煙霧観測地点 

 
 

 
図 3-6- 1 煙霧観測地点 

 

 

図 3-6- 2 天気図 
 

日付 地点数
長崎 下関 大分 福岡 松江 宮崎 佐賀 鳥取 松山 名瀬
富山 鹿児島 秋田 山形 宮古島

2025年2月17日

観測地点名

15
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図 3-6- 3 砂塵嵐発生状況 

 

 
図 3-6- 4 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-6- 5 CFORS 予測結果   
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図 3-6- 6 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（福岡・松江） 

 

 
図 3-6- 7  PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-6- 8  PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化  
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(7) 煙霧事例 7 2025 年 2 月 27 日 

本事例は、2025 年 2 月 27 日における煙霧事例であり、西日本及び北海道における 15 地点で煙霧が

観測された（表 3-7- 1、図 3-7- 1）。 
この期間の大陸の状況を見ると（図 3-7- 3）、日本で煙霧が発生する以前の段階では、大陸側において 

dust に相当する気象現象は確認されておらず、観測上も明瞭な砂じん発生の記録は認められなかった。

一方、後方流跡線解析からは、大陸から日本への気塊の移流が存在していたことが示されている（図 3-
7- 4）。CFORS 予測結果（図 3-7- 5）からは、sulfate が日本へ影響を及ぼしている様子が示されている

ものの、dust の飛来は確認できなかった。 
福岡におけるライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化（図 3-7- 6）からは、ライダー黄砂消散

係数に目立った変動は見られないものの、SPM 濃度については 2 月 27 日昼前にピークが見られた。

PM2.5 濃度は、九州地方から近畿地方において 30～40 µg/m3となる地点が見られるが、その他の地域

では、概ね 20 µg/m3であった（図 3-7- 7）。 
PM2.5 濃度および PM10 濃度の 1 時間値では、箟岳・札幌等で 27 日の昼過ぎから増加する様子が

見られるものの、両者が共に増加していることから PM2.5/PM10 の比の値には、目立った変化は見ら

れなかった（図 3-7- 8）。人為起源汚染物質の SO42-、NO3-については、赤穂等で cNO3-の増加が目立

ち、札幌や箟岳では全成分が増加する様子が見られた。 
また、気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像からは、砂塵を

示すピンク色の分布は確認されていない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に、国内外で発生したと思われる人為起源汚染物質を

含んだ弱い煙霧事例と考えられる。 
 

表 3-7- 1 煙霧観測地点 
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図 3-7- 1 煙霧観測地点 

 

 
図 3-7- 2 天気図 

 

日付 地点数
下関 福岡 長崎 佐賀 松山 室蘭 名古屋 高松 熊本 宮崎
鹿児島 稚内 徳島 網走 神戸

観測地点名

2025年2月27日 15
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図 3-7- 3 砂塵嵐発生状況 

 

 
図 3-7- 4 後方流跡線（72 時間前より） 
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図 3-7- 5 CFORS 予測結果 

 
 

 
図 3-7- 6 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（福岡） 
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図 3-7- 7  PM2.5 日平均値全国分布 
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図 3-7- 8  PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
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(8) 煙霧事例 8 2025 年 3 月 1 日～2 日 
本事例は、2025 年 3 月 1 日～2 日における煙霧事例であり、3 月 1 日には中国・四国・近畿地方及び

北海道を中心に 14 地点で、2 日には東北地方を中心に 11 地点で煙霧が観測された（表 3-8- 1、図 3-8- 
1）。 

この期間の大陸の状況を見ると（図 3-8- 3）、日本で煙霧が観測される前日の 28 日に、モンゴルの 1
地点において dust が観測された。また後方流跡線からは、主に札幌に関して大陸からの移流があった

ことが確認できる（図 3-8- 4）。CFORS 予測結果（図 3-8- 5）からは、sulfate が日本へ影響を及ぼして

いる様子が示されているものの、dust の影響は見られなかった。 
仙台及び札幌におけるライダー黄砂消散係数と SPM 濃度の経時変化（図 3-8- 6）より、札幌におい

て 3 月 2 日午後に SPM 濃度のピークが見られるものの、同時刻におけるライダー黄砂消散係数は目立

った変動は見られなかった。PM2.5 濃度は、中国・四国地方や近畿地方において局所的に 30 µg/m3～

40 µg/m3となる地点が見られるものの、それ以外は 20 µg/m3以下の低濃度を示していた（図 3-8- 7）。 
PM2.5 濃度および PM10 濃度の 1 時間値では、福岡、赤穂で 1 日の夜、箟岳、新潟巻では 2 日お夜

にそれぞれ増加する様子が見られるものの、両者が共に増加していることから PM2.5/PM10 の比の値

には、目立った変化は見られなかった（図 3-8- 8）。人為起源汚染物質の SO42-、NO3-については、新

潟牧および札幌を除く多くの地点において、3 月 1 日から 2 日 0 時にかけて濃度が上昇する傾向が確

認された。 
気象衛星ひまわり 9 号による日本域の観測データより生成した Dust RGB 画像からは、3 月 1 日に瀬

戸内海周辺・東北地方付近でピンク色の分布が確認できるが、黄砂時の場合ほど明瞭ではない。 
以上から、本事例は、大陸から飛来した空気塊に、国内外で発生したと思われる人為起源汚染物質を

含んだやや強い煙霧事例と考えられる。 
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表 3-8- 1 煙霧観測地点 

 
 

 
図 3-8- 1 煙霧観測地点 

 

 
図 3-8- 2 天気図 

 

日付 地点数
室蘭 函館 旭川 札幌 横浜 網走 和歌山 岡山 松山 津
徳島 神戸 高松 広島
静岡 宮崎 銚子 秋田 津 盛岡 仙台 山形 新潟 福島
稚内

観測地点名

2025年3月1日 14

112025年3月2日
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図 3-8- 3 砂塵嵐発生状況 
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図 3-8- 4 後方流跡線（72 時間前より） 

 

 

 
図 3-8- 5 CFORS 予測結果 
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図 3-8- 6 ライダー黄砂消散係数と SPM の経時変化（仙台・札幌） 
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図 3-8- 7  PM2.5 日平均値全国分布 

 

 

 

 

 
図 3-8- 8  PM10 および PM2.5 とその成分の経時変化 
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今後の課題 
本報告書では、黄砂観測地点が 2 地点となった現状を考慮し、黄砂問題検討会における議論にて整理

された解析項目について、ライダーデータ、自動測定機により測定されているデータ、全国大気汚染常

時監視局で測定されているデータ等による黄砂飛来状況調査を実施するとともに、黄砂と大気汚染物質

との混在について全国的な状況を確認した。今後の課題として、次の事項が挙げられる。 
 
○黄砂観測日数の経年変化等の解析については、過年度まで気象庁の黄砂目視観測地点は 11 地点とされ

ていたことから、引き続き過去の解析結果を 2 地点での結果に整理し直し、比較する必要がある。また、

観測地点の減少に伴い黄砂と判定される例が減少することに対応して、煙霧と判定される例は増加する

と考えられるため、黄砂日における煙霧の発生状況等に注意し解析を行う必要があると考えられる。 
 
○本報告書において、気象衛星ひまわりによる Dust RGB 画像について、黄砂飛来状況把握手法の検討

の一環として掲載している。業務報告書に記載の通り、気象衛星ひまわりによる観測データは、入手先・

時期によっては使用目的が非営利に限定されているため、次年度の継続的な使用には注意が必要と考え

られる。 
 
○本報告書に関連して、黄砂観測地点の減少を補い、早期かつ広域における黄砂飛来状況を把握するた

め、業務報告書に記載の通りの検討を実施している。今後は、必要に応じて、飛来状況調査における解

析手法と組み合わせた解析等の実施が課題とされると考えられる。 
 
○黄砂は粒径が比較的大きい粒子の割合が大きいため、飛来時に SPM 濃度が上昇することが知られて

いるが、PM10、PM2.5 濃度も上昇し、健康影響が懸念される研究報告もなされているため、今後も黄

砂飛来状況の事例解析を継続するとともに、さらなる状況把握が必要である。 
 
○同じ大気を共有する 3 か国として、日本・中国・韓国は黄砂対策に関するモニタリング及び予測、発

生源対策について共同研究等を行っている。今後は発生源対策、並びに日本におけるモニタリングに関

する取り組み等の情報共有を通じて、黄砂問題検討会と日中韓三カ国共同研究と連携をさらに深めるこ

とにより、発生する黄砂の減少、及び大気汚染物質減少に向けた更なる取り組みが必要であると考えら

れる。 
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